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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　12月　8日　(土)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　松沢　厚子　　　　記録者　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・カルテチェック時、カルテナンバーを表紙に記載して下さい。
・CDユニットの車椅子の掃除を準夜帯で行う事となっています。定期的に点検し掃除しましょう。
・感染対策管理委員会より、マーゲンチューブは、体内挿入する・体液の付着があるものです。
　感染性医療廃棄物BOXに入れて下さい。経管栄養用の注入器・チューブのセットは非感染性
医療廃棄物BOXに入れて下さい。感染性・非感染性・一般ゴミの分別について、写真で（感染性・
　非感染性）分別されていますし、再三委員より指摘をしていますが、分別の徹底ができていません。
分別する前には、必ずBOXに付属の写真と照らし合わせたり、分別の目的・理由を考えてから廃棄
　するようにして下さい。分別に迷ったら、病棟の感染対策管理委員に聞くようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・上村　木一様～鼻汁・発熱あり、抗生剤　3T　3×1　3日分が臨時処方となっています。クーリング施行・水分補給促し、感冒症状・食事摂取量・歩行時のふらつきの有無を観察しましょう。
＜ケア検討：環境＞
・北山　和子様～オートドアを叩いたり、大声での独語・病棟内徘徊等目立ち、プログラム等へも集中出来ずにいます。その際は、静かな環境を提供する為自室で休んでいただき、興奮鎮静・他患者様とのトラブルが起こらないように努めましょう。
・田中　豊三様～テーブルを揺らしたり、他患者様の車椅子を揺らしたり、大声での独語頻回です。
プログラム参加や適度に話しかけをし気分を反らし興奮鎮静に努めましょう。　　プログラム等へ集中できない時は、静かな環境を提供する為自室で休んでいただき

ましょう。　

＜ケア検討：徘徊＞
・坪　邦俊様～大声で独語されたり・行動に落ち着きが無い患者様に対し、「うるさい。」と易怒的と
　　　　　　　なり、他患者様を叩こうとすることあり介入要しています。夜間も寝つきが悪く、徘徊され落ち着きありません。主治医より、認知機能がアップしてきたことによって
　　　　　　　周囲が気になりイライラしているのではないかと情報があります。落ち着かない患者様とご本人様を近づけないように、徘徊時は双方を見守りし、他患者様に対して易怒的となっているときは、介入し話しを傾聴しましょう。

・慶長　節子様～時折、他患者様の後ろにくっついて徘徊されたり、追いかけようとされています。
　　　　　　　　他患者様と距離をおいたり、足早となり追いかけている時は走らないよう介入しましょう。
・長根　矢一様～落ち着いて椅子に座っていることもありますが、時折徘徊されています。片側の眼がほとんど見えていない為、車椅子があっても、椅子があっても猪突猛進していく患者様なので徘徊時は、付き添ってふらつき・転倒に注意しましょう。棟内は常に整理整頓し、車椅子や椅子が邪魔にならないようにしましょう。







